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生涯学習だより
安曇野市教育委員会

　

白
鳥
飛
来
地
を
バ
ス
で
巡
り
、
安

曇
野
に
訪
れ
る
白
鳥
な
ど
冬
鳥
を
観

察
し
ま
す
。
ま
た
初
心
者
か
ら
中
級

者
を
対
象
に
、
野
鳥
と
の
距
離
を
と

り
つ
つ
撮
影
す
る
方
法
を
プ
ロ
の
カ

メ
ラ
マ
ン
に
学
び
ま
す
。

　

移
り
ゆ
く
安
曇
野
の
自
然
や
野
鳥

の
生
態
を
通
し
て
、
郷
土
の
自
然
を

学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

■
日
時　

2
月
7
日
（
土
）

午
前
7
時
～
正
午

■
日
程　

豊
科
郷
土
博
物
館
（
集
合

午
前
6
時
50
分
）
～
田
沢
（
白
鳥

湖
）
～
明
科
（
御
宝
田
）
～
穂
高

（
狐
島
）
～
豊
科
郷
土
博
物
館
（
白

鳥
生
態
・
写
真
解
説
）（
解
散
正
午
）

※
白
鳥
飛
来
数
な
ど
に
よ
り
変
更
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
定
員　

20
人
（
先
着
順
）

■
講
師　

中
島
泰や
す
き樹
さ
ん

（
日
本
自
然
科
学
写
真
協
会
・
日

本
野
鳥
の
会
会
員
）

■
参
加
費　

１
、
５
０
０
円
（
バ
ス

代
・
保
険
代
・
資
料
代
な
ど
）

■
持
ち
物　

雨
具
・
カ
メ
ラ
・
筆
記

用
具
・
防
寒
具
な
ど

■
申
し
込
み　

2
月
5
日
（
木
）
ま

で
に
豊
科
郷
土
博
物
館
窓
口
へ
参

加
費
を
添
え
て
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切

り
ま
す
。

　

博
物
館
友
の
会
書
道
部
の
皆
さ
ん

に
よ
る「
第
54
回　

友
の
会
書
芸
展
」

を
開
催
し
ま
す
。
安
曇
野
を
拠
点
に

研
さ
ん
を
積
む
郷
土
の
書
道
家
の
作

品
を
展
示
し
ま
す
。
１
年
間
の
活
動

の
成
果
を
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
会
期　

2
月
1
日
（
日
）
～

2
月
15
日
（
日
）

■
会
場　

郷
土
博
物
館　

展
示
室

■
開
館
時
間　

午
前
9
時
～
午
後
5

時（
入
館
は
午
後
4
時
30
分
ま
で
）

■
入
館
料

大　

人　

１
０
０
（
80
）
円

小
中
生　
　
　

50
（
40
）
円

　
（　

）
内
は
20
人
以
上
の
団
体
料
金

豊
科
郷
土
博
物
館

白
鳥
写
真
教
室

豊
科
郷
土
博
物
館

友
の
会
書
芸
展
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◆ リーダーバンクをご活用ください ◆
　リーダーバンクとは、技能や得意分野などを持った市民の皆さんが登録さ
れている人材バンクです。現在８つの分野で構成しており、各分野に精通し
た人が、公民館活動やグループ活動といった生涯学習の場での、講師を務め
ます。
　詳しい内容についてはホームページでご覧いただくか、下記までお問い合
わせください。皆さまのご利用をお待ちしています。

問社会教育課社会教育係

62・4565 62・3525

教育一般

人文・社会

自然科学

産業・技術

芸術・文化

体　　育
スポーツ

家庭生活
趣　　味

市民生活
国際社会

問
豊
科
郷
土
博
物
館
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・
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市政トピックス

統計功労者表彰　安曇野市から９人統　計
　平成20年度長野県統計功労者表彰式が11月20日、長野県庁
講堂で開催されました。市からは、（財）全国統計協会連合会
長表彰に畠山津豆喜さん、　峯嗣さん、山浦美惠子さんが、
長野県統計協会長表彰に海川勇子さん、等々力啓司さん、野
本矩男さん、花村あつ子さん、二木薫さんが表彰されました。
また、経済産業省所管統計調査功労統計調査員として原美智
代さんが感謝状を授与されました。

堀金児童館建設検討会から報告書の提出がされました児童館

　堀金児童館建設検討会（小平信夫会長）は12月8 日、7 月
の発足以来７回にわたって検討してきた内容をまとめた報告
書を平林市長に手渡しました。報告書には、旧堀金保育園の
園舎を耐震診断のうえ利用することや、人の目が届くオープ
ンな環境とすることなどが盛り込まれました。小平会長は
「未来を託す子どものために、夢が持て安全・安心な空間づ
くりを望みます」と話しました。市では、来年度に旧園舎の
耐震診断を実施、平成22年度に施設の完成を予定しています。

つ　づ　き

ゆう こ

のり お ふたき

よつぎ

かおる

← 市からは3人が表彰式に出席（写真左から二木さん、　峯さん、山浦さん）

← 報告書を平林市長へ手渡す小平会長

12項目にわたる緊急経済対策を実施
各総合支所・健康支援センターに

相談窓口を開設しました

緊急経済対策

市では、急速な景気悪化に伴う雇用問題や中小企業
の経営不安に対する緊急経済対策をまとめ、昨年12月
26日に公表しました。その内容は、住居喪失者へ公営
住宅を一時的に貸し出すことや就職情報の提供、中小
企業対象の相談窓口設置など12項目にわたるものです。
12月29・30日には、市社会福祉協議会と連携し「生
活支援年末緊急相談」を三郷総合支所で実施。また、
中小企業などを対象とした「年末緊急金融相談窓口」
を同支所と市商工会に開設しました。就労についての
相談や経済的な救済措置についてなど、窓口には２日
間で合わせて６件の相談が寄せられました。
市では引き続き相談窓口を設置し対応するほか、具
体的な取り組みを順次実施します。

【暮らしや生活に関する相談】

社会福祉課（穂高健康支援センター内：　81・
1622    81・0703）または、各総合支所の市民福
祉課

【産業・雇用に関する相談】

商工観光課（三郷総合支所内：　77・3111
　77・6060）または、各総合支所の産業建設課

※各総合支所の電話番号等は本紙裏表紙をご覧
ください。
※緊急経済対策の詳細は市ホームページでもご
覧いただけます。

相談窓口
の

ご案内


